
日本ウマ科学会	 2014年度	 第 3回常任理事会議事概要 
日	  時：2014年 8月 13日（水）15：00～17：40 
場	  所：浅草勝馬投票券発売所（浅草パークホールビル）7階	 会議室 
出席者：青木会長 

田谷副会長，安斉副会長 
間庶務担当常任理事，半澤会計担当常任理事、 
石田学術担当常任理事，桑原国際担当常任理事 
鎌田広報担当常任理事，田邉事務局長 
 

議事概要： 
1．委員会報告ならびに委員会 
①学会賞および奨励賞選考委員会報告（田谷副会長） 
南保会員が学会賞候補者として推薦されたため、学会賞選考委員会が開催

され、その結果、学会賞候補者とすることが決定した旨、会長に報告された。 
また、奨励賞については他薦による申し込みが 2件あり、奨励賞選考委員
会が開催され、その結果、高須会員が奨励賞受賞候補者に決定した旨、会長

に報告された。 
 

②功労賞選考委員会 
功労賞候補者は他薦による申し込みが 1件あり、安斉副会長を委員長とし
て委員会を開催し、その結果、推薦された樋口会員を功労賞受賞候補者に決

定し、会長に報告した。 
 

③その他 
各委員会の選考結果を理事会で諮り、正式決定した場合は、懇親会の席上

で各受賞者を紹介し、2日目の総会において賞状・賞品を授与することを確
認した。 

 
2．第 27 回学術集会（案）について 
①日程、会場、プログラム、特別講演について（説明：青木会長・石田常任理

事） 
12月 1~2日に開催される学術集会のプログラムと特別講演の案について
説明がなされ、また発表者には JES への論文投稿を働きかけること、優秀
発表賞の選定に際しては抄録を十分に吟味することが付け加えられた。 
青木会長からは臨床委員会主催の招待講演および症例検討会についての

進捗状況の説明がなされた。 



 
②理事会、評議員会、総会について（説明：間常任理事） 
例年通り、理事会、評議員会は初日の昼休みの時間帯に実施し、総会は 2
日目午前の一般講演終了後に実施されることが説明され了承された。 

 
③JRA 競走馬に関する調査研究発表会、合同懇親会、企業展示について（説
明：事務局） 

JRA 競走馬に関する調査研究発表会および合同懇親会は例年どおり初日
に開催予定であることが説明され了承された。企業展示についても、委託業

者と準備が進行している旨が説明され了承された。 
 

3．その他 
①事務局報告（報告：事務局および桑原常任理事） 
ⅰ）JRAおよび地全協からの賛助金について報告された。 
ⅱ）海外渡航支援について、今年の 3月にあった 1件の申請を受理したこ 
とが、報告された。 

 
②臨床委員会の会計について（説明：青木会長） 
ワーキンググループから臨床委員会へ移行した本年、㈱アームズに委託し

ていた業務内容を一部見直した。しかし、WG から臨床委員会への移行初年

度であることから、体制整備を進めつつ本年度は流動的に対応し、来年度の

完全移行を目指して調整することを説明し、了承された。	 

 
③JESおよびヒポファイルについて（報告：安斉副会長） 
現在発刊中の JES とヒポファイルの発刊月をあわせるべく検討したとこ
ろ、ヒポファイルの 2015年 1月号（№59）を 2014年 12月号（№59）と
し、以降はこれまでどおりの発刊とする方針で合意したことが報告された。

ただし、変更による予算及び事業計画上の問題がないかを事務局で検討した

うえで実施することとし、次回の理事会で改めて報告することとなった。 
JES については掲載論文数を維持するため、学術集会での発表者、さら
には学会賞や奨励賞の受賞者に積極的に論文あるいは総説の投稿を依頼す

ることで合意された。 
ヒポファイルについては今年の編集委員会でも議題にあがった投稿規程

の変更作業を現在も実施中であることが報告された。 
 
④冊子の発送方法変更について（報告：間常任理事） 
経費節減と業務効率化を目指し、発送業務については㈱アイペックから㈱



発送センターに変更することとなった。しかし、冊子の落丁や封筒の破損が

見られるなどしたため、対応の改善を指示し、場合によっては封筒の質を変

えることも検討中であることが報告された。ただし、封筒の不備について、

現在のところ会員からの苦情は届いていない。 
 

⑤日本獣医師会	 岡山シンポジウムについて（報告：安斉副会長） 
来年の 2 月に開催される日本獣医師会において行う馬に関するシンポジ
ウムの概要が報告された。 

 
	 ⑥韓国の全州紀全大学から学会講演の講師派遣依頼について（説明：事務局） 
	 	 	 7月 31日に韓国の再活乗馬学会から講師派遣依頼があり、その概要の説

明がなされた。青木会長とも相談し、障害者乗馬に取り組んでおられる局

博一会員（前常任理事）に派遣者の人選を依頼することとなった。 
 

閉会 17：30 
 
 


